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背景・現状・課題の詳細 　
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①学校運営上
の課題

02 社会に開
かれた教育課
程への対応

市内には小規模校を含めて16
校が存在し、それぞれの地域
に多数の歴史文化資産があ
る。これらを学ぶには、多岐に
わたるため、地域住民の協力
を得ながら、学びの機会を確
保したい。

地域住民などに、地域に残る伝統行事や
祭り、特産物の栽培など地域の歴史文化
遺産等について、現地を訪問し、地域住民
が講師となり学びを展開してきた。

現状においても児童生徒が地域を学ぶ機会
の仕組みとしては構築できているが、今後も
その取り組みを継承していくために、新たな
講師や協力者を得る中で継続的に事業を推
進していきたい。

地域住民を講師とした学びを計
画通り実施する。講師の確保等
の面で例年、計画通り実行でき
ないことが多いが、令和7年度は
実施率として8割を目指したい。

地域学習の機会の
設定とその実行率

6割
程度

% 80 70

継続して地域住民の協力を得ながら、児童生徒の学ぶ機会
を確保して実施しているが、講師の確保や日程調整等で、
やむを得ず実施できないことがあったため、目標値から下回
る結果となった。協力を得ている住民の方も高齢化が進ん
でおり、児童生徒との学ぶ機会を作ることもなかなか難しい
状況にあると思われるが、やはり、人材の確保は継続して
取り組む必要があると思われる。

https://www.city.koshu.yamanas
hi.jp/docs/2023071800018/
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●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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